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□ 区からのコメント

令和３年度 日吉本町地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
　指定管理部門（地域包括支援センター、地域活動交流、生活支援体制整備事業）も介護保険部門（居宅介護支
援、通所介護）も一丸となって、様々な課題を乗り越えていくために、長期的で時代に合った運営コンセプトを設置
し、それを軸とした事業計画を部門ごとに位置づけ、専門職であるスタッフ一人ひとりが目標を持ち、専門職としての
責任を果たすべく業務に取り組むことを基本姿勢とします。
　今この時代だからこその課題である「防災（大規模災害対策）」「社会的孤立（8050問題など）」「貧困」「児童・高齢
者虐待」「老々介護」「認知症」などに積極的に向き合い、柔軟な対応と適切な判断による支援を提供することを目指
します。課題解決に向けた対策を様々な社会資源（制度、専門機関、インフォーマルなど）を活用しながら、地域全
体で取り組んでいける形こそが地域包括ケアの目指すべき姿だと考えます。社会全体また地域の変化や様々な対
象者（クライアント：高齢者、障がい児者、児童・子育て、ボランティアEtc）の生活や活動に身近な存在として寄り添
い、それに伴うニーズ（社会ニーズ、地域ニーズ、個別ニーズなど）を専門職としての視点や知識を持って的確に捉
え、ニーズの実現・改善に向けた具体的な取り組みに繋げていきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地域で活動する主任ケアマネジャーが地域住民との繋がりを持ち地域活動に踏み出す第一歩になることを目標
に主任ケアマネジャーが輪番で講師となって介護保険講座を行う。

日吉地区のキャラバンメイトと協力し、日吉台中学校１年生、地域住民、銀行、事業者等を対象とした認知症サ
ポーター養成講座を継続して開催する。

区内在住の概ね70歳の男性を対象に会社中心の生活から地域生活へのデビューのきっかけとするための連続
講座「男のセカンドライフカレッジ」を4月より下田地域ケアプラザと区社協と開催する。

自主事業等の運営・参加など、オンラインなどを使った新しい事業や参加形態を模索する。

下田地域ケアプラザと協働し、日吉エリア３地区（日吉町、日吉本町、日吉宮前、箕輪町、下田町）において、地域
関係者と専門職とを繋ぐカンファレンスの場を包括レベル地域ケア会議と位置付け開催する。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金
・

実費
負担

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

適切なアセスメントにより、個々の利用者がその人ら
しく自立した生活が継続できるように目標を立て、
フォーマルなサービスだけでなく、インフォーマルな
サービスも活用したケアプランを作成します。利用者
だけでなく、それを支える家族（同居、別居問わず）へ
の配慮、協力体制にも適宜働きかけを行い、利用者
とその家族のニーズや目標が達成できるように支援
します。
また今年度の介護保険制度改正に関しても利用者、
家族に変更点をわかりやすく説明し、理解を求めて
いきます。

常勤職員４名（社福祉1名・保健師1名・看護師１名・
主任CM１名）
非常勤職員２名（介護支援専門員）

居宅介護支援事業

日々の相談に加えて最低月に１回の訪問・モニタリン
グを通じて、利用者個々のニーズに合わせた適切な
サービス調整業務を図っていきます。
また、地域の多様なサービスを活用できるよう情報を
集約、セルフマネジメントを推進し、利用者自身の自
立に向けた支援を行います。
また今年度の介護保険制度改正に関しても利用者、
家族に変更点をわかりやすく説明し、理解を求めて
いきます。

常勤介護支援専門員５名（うち主任CM１名）
非常勤介護支援専門員３名

ケアマネジメント費は全額給付（自己負担なし）
※通常のサービス提供地域を超える地域に訪問・出
張する必要がある場合、その交通費（実費）の負担を
お願いすることがあります。

ケアマネジメント費は全額給付（自己負担なし）
※通常のサービス提供地域を超える地域に訪問・出
張する必要がある場合、その交通費（実費）の負担を
お願いすることがあります。

令和３年度　日吉本町地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・法人の倫理規定に基づき、信頼性と透明性を第一
に、ご利用者すべての方々に対し、偏見や差別なく
公平中立な専門的援助関係を心掛け、相談や各種
事業に取り組みます。
・サービスを選択する際も、複数のサービスから選択
できるよう情報提供し、ご利用者の自己決定を尊重、
その権利を支える支援を行います。
・常日頃から公的な施設であること、それに伴う業務
を担い、責任ある業務を行っている自覚を高く持つよ
うに指導します。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・法人の「個人情報に対する基本方針」及び「保有す
る個人情報保護に関する規定」に基づき、個人情報
に関する文書や電子媒体等を管理します。
・内部研修での個人情報を取り扱う際の注意喚起及
び日常作業におけるFAXやメール、郵送作業時のダ
ブルチェック等、個人情報漏洩事故対策を徹底しま
す。
・アクシデント及びヒヤリハット事例の検証と改善策の
周知徹底を行います。



目標

実施
体制

利用
料金
・

実費
負担

職員
体制

生活相談員６名（兼務含）介護職
員２２名（兼務含）
看護職員５名（兼務含）言語聴覚
士１名（兼務）
送迎運転手７名

生活相談員２名（兼務含）介護職
員２２名（兼務含）
看護職員５名（兼務含）
送迎運転手７名

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

介護保険１割負担分（若しくは２割
負担、３割負担）＋加算（入浴・体
制強化・処遇改善）＋食費（700円）
等

介護保険１割負担分（若しくは２割
負担、３割負担）＋加算（入浴・体
制強化・処遇改善）＋食費（700円）
等

【実施日数】
週６日
【提供時間】
９：５０～１６：００
【定員】
３５名

【実施日数】
週６日
【提供時間】
９：５０～１６：００
【定員】
９名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

初回アセスメントの他、モニタリングを定期的に行い、その時々の状態
に合わせた支援（自分で出来ることは行っていただく。過剰介護の軽
減）が提供できるよう、サービス環境を整えます。本人が出来なくても、
その人「らしさ」を尊重した支援を心掛け、出来る部分に目を向ける自
立支援の意識を徹底したサービスを提供します。
ヒヤリハット事例を分析し、サービス、業務内容を見直し、介護事故防
止に努めます。

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

15,683,456 15,683,456 15,683,456 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

3,990,000 3,990,000 3,990,000

19,673,456 0 19,673,456 0 19,673,456

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,886,945 0 10,886,945 0 10,886,945

7,000,000 7,000,000 7,000,000 基本給

710,000 710,000 710,000 健康保険、雇用保険、厚生年金等

2,250,000 2,250,000 2,250,000 調整手当、期末手当、住宅手当等

30,000 30,000 30,000 健康診断受診料

6,000 6,000 6,000 共済掛金

100,000 100,000 100,000 退職給付引当金

790,945 790,945 790,945 その他

2,160,000 0 2,160,000 0 2,160,000

10,000 10,000 10,000 会議、事業等交通費

130,000 130,000 130,000 印刷用紙、文具類、洗剤類等

10,000 10,000 10,000 会議費用

20,000 20,000 20,000 名刺印刷代、封筒作成代

370,000 370,000 370,000 電話代、郵送代

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0 目的外使用料（自販機）

その他 0 0 0 なし

320,000 320,000 320,000 清掃備品類、足ふきマット、トナー等

5,000 5,000 5,000 書籍代

100,000 100,000 100,000 賠償責任保険

15,000 15,000 15,000 研修費及び交通費

2,000 2,000 2,000 手数料

900,000 900,000 900,000 車両、印刷機、複合機等

0 0 0 なし

50,000 50,000 50,000 地域協力活動費用

228,000 228,000 228,000 車両燃料費、訪問時駐車料金、諸会費等

272,000 0 272,000 0 272,000

42,000 42,000 42,000 運営協議会費

230,000 230,000 230,000 自主事業経費

0 0

5,009,555 0 5,009,555 0 5,009,555

2,700,000 2,700,000 2,700,000 光熱水費

1,150,000 1,150,000 1,150,000 日常清掃

140,000 140,000 140,000 機械警備費

568,000 0 568,000 0 568,000

空調衛生設備保守 64,000 64,000 64,000 空調整備保守料

消防設備保守 49,000 49,000 49,000 消防設備保守料

電気設備保守 50,000 50,000 50,000 電気設備保守料

害虫駆除清掃保守 25,000 25,000 25,000 害虫駆除費

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 380,000 380,000 380,000 自動ドア、ガス給湯器、緑地管理、ＡＥＤ保守料

0 0 0

451,555 451,555 451,555 ごみルート回収費等

474,000 474,000 474,000 修繕費

870,956 0 870,956 0 870,956

0 0

870,956 870,956 870,956

0 0

0 0

0 0

19,673,456 0 19,673,456 0 19,673,456

0 0 0 0 0

15,000 0 15,000 0 15,000

230,000 0 230,000 0 230,000

△ 215,000 0 △ 215,000 0 △ 215,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和３年度　「横浜市日吉本町地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,283,516 29,283,516 29,283,516 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,795,000 5,795,000 5,795,000 横浜市より
0 0

0 0

190,819 190,819

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

190,819 190,819 190,819

35,423,335 0 35,423,335 0 35,423,335

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

31,546,000 0 31,546,000 0 31,546,000
13,500,000 13,500,000 13,500,000 基本給

4,000,000 4,000,000 4,000,000 健康保険、雇用保険、厚生年金

13,500,000 13,500,000 13,500,000 調整手当、期末手当、住宅手当等

40,000 40,000 40,000 健康診断受診料

60,000 60,000 60,000 共済掛金

430,000 430,000 430,000 退職給付引当金

16,000 16,000 16,000 その他

1,200,001 0 1,200,001 0 1,200,001
35,000 35,000 35,000 会議、訪問等交通費

150,000 150,000 150,000 印刷用紙、文具類、洗剤類等

3,000 3,000 3,000 会議費用

40,000 40,000 40,000 名刺印刷代、封筒作成代

400,000 400,000 400,000 電話代、郵送代

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 目的外使用料（自販機）

その他 0 0 なし

150,000 150,000 150,000 清掃備品類、足ふきマット、トナー等

3,000 3,000 3,000 書籍代

30,000 30,000 30,000 賠償責任保険

40,000 40,000 40,000 研修費及び交通費

1,000 1,000 1,000 手数料

300,000 300,000 300,000 車両、印刷機、ソフトウェア等

0 0 0 なし

5,000 5,000 5,000 地域協力活動費用

43,001 43,001 43,001 車両燃料費、訪問時駐車料金、諸会費等

1,249,001 0 1,249,001 0 1,249,001
630,000 630,000 630,000 協力医謝金

150,001 150,001 150,001 自主事業経費

154,000 154,000 154,000 介護予防事業費

315,000 315,000 315,000 生活支援体制整備事業費

0 0
1,302,333 0 1,302,333 0 1,302,333

700,000 700,000 700,000 光熱水費

315,000 315,000 315,000 日常清掃費

35,000 35,000 35,000 機械警備費

155,500 0 155,500 0 155,500 設備保全費

空調衛生設備保守 17,000 17,000 17,000 空調整備保守料

消防設備保守 13,000 13,000 13,000 消防設備保守料

電気設備保守 14,000 14,000 14,000 電気設備保守料

害虫駆除清掃保守 6,500 6,500 6,500 害虫駆除費

駐車場設備保全費 0 0 0 なし

その他保全費 105,000 105,000 105,000 自動ドア、ガス給湯器、緑地管理、ＡＥＤ保守料

0 0 なし

96,833 96,833 96,833 ルート回収費等

126,000 126,000 126,000 修繕費

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

35,423,335 0 35,423,335 0 35,423,335
0 0 0 0 0

150,000 0 150,000 0 150,000
619,001 0 619,001 0 619,001

△ 469,001 0 △ 469,001 0 △ 469,001

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和３年度　「横浜市日吉本町地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



令和３年４月１日～令和４年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

14,700 42,000 42,000 74,300 74,300 21,700 21,700

0 0 0 550 0 550 7,170 0 7,170 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0

認定調査料 0 550 550 0 0

利用料等 0 0 7,170 7,170 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

14,700 0 14,700 42,550 0 42,550 81,470 0 81,470 21,700 0 21,700

0 30,230 30,230 56,480 56,480 13,726 13,726

0 1,978 1,978 10,399 10,399 2,632 2,632

0 1,156 1,156 12,584 12,584 3,026 3,026

0 0 0 0

7,800 7,800 0 0 0 800 0 800 200 0 200

利用者負担軽減額 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 7,800 7,800 0 0 0

利用料等給食費支出 0 0 800 800 200 200

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

7,800 0 7,800 33,364 0 33,364 80,263 0 80,263 19,584 0 19,584

6,900 0 6,900 9,186 0 9,186 1,207 0 1,207 2,116 0 2,116

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和３年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：日吉本町地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援（第1号も含む） 居宅介護支援 通所介護（第1号通所介護含む） 認知症対応型通所介護



日吉本町地域ケアプラザ　

1 コグニサイス 平成29年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

認知症予防のための脳活性化運動である
コグニサイズの実践を通して、有酸素運動
を中心とした脳に負担をっかえる運動を加
えることによって脳の活性化を目指し。継
続的な認知症予防の場をつくること

１：高齢者

・準備体操（ストレッチなど）
・コグニサイズ
・茶話会
※毎月第2金曜

2
転倒骨折予防
もみじ会

平成19年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

・転倒予防の具体的な方法を実践を通して
学び、転びにくい体づくりをすること
・他者との交流の機会にすること

１：高齢者

・座位を中心とした体操
・タオルを使用してのストレッチ
・オーバーボールを使用してのレクリエー
ション
※毎月第1・3金曜

3 男のセカンドライフカレッジ 平成30年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

・これから定年を迎える（迎えた）方が健康
を保ち、自宅に閉じこもることなく充実した
生活を送ってもらうことにより支援が必要
な人にしないこと
・閉じこもらない生活を継続し、将来的には
地域の担い手になってもらうこと

１：高齢者
概ね70歳ま
での男性

連続講座（秋ごろ開催）
※下田地域ケアプラザ・港北区社会福祉
協議会

4
みんなの広場
「本を読む部屋｝

令和３年度 ５：共催（１と３）
２：発展させるね
らい

・子どもにとって安心できる居場所をつくること
・若い世代へのアプローチの手段として事
業を位置づけ関係性を築いていく中で高
齢者の実態を把握してもらい、地域の担い
手となる育成を目指すこと

５：子ども・青
少年

保護者
移動図書館「はまかぜ号」の巡回に合わせ
て本を読む場所を提供する(隔週金曜
日）。

5 放課後くらぶスマイル 平成22年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

・学齢障がい児に放課後の居場所をつくること
・ボランティア活動を通じて地域の人が触
れ合うことで障がいへの理解を深めてもら
うこと

２：障害児・
者

基本、毎月第3金曜日
・レクリエーションなど

6
親と子の居場所
ほんちょ

平成30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親とこの集いの場「こんぺいとう」、子育て拠点
「どろっぷ」の休みの日曜日に、子育て世代の
居場所を提供する
　日曜日に開催することで親子（父親も含む）に
来場してもらい地域活動、自主事業やサークル
活動を知ってもらい、既存のサークルの活性化
やサークル立上げにつなげて行く
　30年度に行う「土曜両親教室」での受け皿と
して、周知を行い、産前、後の精神的負担の軽
減を図る。

３：養育者及
び乳幼児

子育て世代
基本、毎月2日曜日
・プレイルームとして多目的ホール開放

7 にこにこ広場 平成25年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

育児支援に携わっている関係機関・団体
同士が交流し、新たな事業展開を模索して
いくこと

３：養育者及
び乳幼児

0,1,2、才児と
家族

手遊び歌、絵本の読み聞かせ、身長・体重
測定など

8 両親教室 平成30年度 ５：共催（１と３）
２：発展させるね
らい

妊娠期を安心して過ごせるようにし、助産
師や地域の支援者たちと講座や体験で、
出産後の準備をする。

ケアプラザを知らない世代に、ケアプラザ
知ってもらい、乳幼児の支援活動を紹介す
る。

７：その他
妊娠期の家
族

助産師による講座
先輩家族との座談会
沐浴などの体験
地域情報紹介

9 プラザ文化祭 平成21年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

貸し館登録団体の活動披露及び交流の機
会とし、ボランティア活動の輪を広げてもら
うこと

５：地域
歌や踊りなど貸館登録団体の日頃の練習
成果の披露

10 秋桜祭 平成19年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

『地域に根ざしたケアプラザ』をスローガン
に、より多くの地域の方々にケアプラザに
足を運んでもらえるきっかけにすること。ま
た地域の方々とケアプラザスタッフとの交
流の機会にすること。

５：地域

・模擬店
・バザー
・イベント
※協力：関係機関・関連団体

11 書道教室 平成22年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

小学校の冬休みの宿題書初めの練習を機
にボランティアの方々に書道指導をしてい
ただくことで、地域の子供たちとのかかわ
りを広げていく。

４：子ども・青
少年

【12/予定】
小学生を対象に冬休みの宿題（課題文字）
の練習

令和３年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

12 パパの教室 平成20年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

乳幼児にできる手遊び歌を知ってもらい、
パパ同士の情報交換をすることで、より良
い子育てのきっかけにしてもらうこと

７：その他
父親と乳幼
児

パパの赤ちゃん会
パパと体操

13 育児講座 平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

様々な方向からサポート7していくことで、
育児の相談や情報交換ができるママ友づ
くりのきっかけになること

３：養育者及
び乳幼児

母親と未就
学児

リズムで遊ぼう

14 認知症サポーター養成講座 平成２６年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

全ての地域住民等が認知症について正し
く理解でき、認知症の人と家族が共に地域
の中で、安心して生活することができること

５：地域
企業、事業
所など

テキストによる講座と、寸劇やDVD鑑賞な
どを組み合わせて実施
包括主体、あるいはキャラバンメイト主体
での開催
随時、事業所や地域にて開催

15 介護者のつどい 平成２９年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

介護者支援及び介護疲れなどによる高齢
者虐待防止のために、現在介護されてい
る方、介護経験者を対象にして、自由に意
見交換ができる場を作ること

５：地域
参加者と主催者および共催者の意見交
換、情報共有
6月、9月、12月、3月（第２水曜日）

16
高齢者虐待防止ハンドブック研
修

平成３０年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

高齢者虐待の防止のためにの普及啓発
住民や事業者の職員が相談をしやすい環
境を作るため、住民、事業者、関係機関管
内の関係づくりをしていくこと

６：事業者 地域住民

ハンドブック、リスク評価票の活用方法の
講義
民生委員向け各民児協にて、地域住民向
け8月

17 エンディングノート講座 平成31年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

人生最後まで自分らしく、自分の意思を尊
重され、また自立した生活を営んでもらえ
ること

５：地域

エンディングノートの活用の仕方の説明
成年後見や介護予防などの講座と組み合
わせる

18 日吉地区事例検討会 平成20年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

地域のケアマネジャーのスキルアップ ６：事業者

奇数月最終木曜日
ケアプラザ協力医の協力のもと事例検討
会、事例研究会を様々な手法を取り入れ
て開催。

19 ひよしもケアマネ倶楽部 令和元年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

地域のケアマネジャーのスキルアップ ６：事業者

日吉エリアの居宅事業所を中心に「ひよし
もケアマネ倶楽部」が立ち上がり、包括も
共催することで、ネットワークの構築、各ケ
アマネのスキルアップのための研修会を
開催する
年4回開催予定（1回はコロナのため中止）

20
主任ケアマネジャーと地域住民
との交流（仮）

令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

社会資源としての主任ケアマネジャーと地
域住民が交流を図り、地域ニーズを把握し
て専門職と地域の顔の見える関係を作る。

５：地域
介護保険についての勉強会
6月、10月、2月（予定）

21 スリーA 日吉 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

スリーA ボランティア養成講座終了後の活
動の位置づけとして、ボランティア育成及
び支援を行い、認知症の方でも参加しや
すい活動を目指し、地域のつながり作りの
場を作ること。

５：地域

毎月第1木曜日
・認知症予防レクリエーション「スリーA」 プ
ログラム
・茶話会

22 ほっとスペースひよし 平成21年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

いきいきライフセミナーのOB会支援の位置
づけでもある気軽なサロンで、高齢者の外
出支援となり他者との交流をはかる場を提
供する

１：高齢者
毎月第4水曜日
月毎の催しを実施予定
茶話会を含む

23 男の健足講座 平成30年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

転ばない足づくりに向けて、自分でできる
フットケアを学ぶ

１：高齢者 男性

令和3年1月～3月（計3回）
・フットプリントと簡単な足の触診
・フットケア講座（爪の切り方、セルフマッ
サージなど）
講師：鈴木先生・川上先生
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